
1  環境発がん─アスベスト・ナノを中心として─ 
2  縦隔腫瘍 
3  オートファジーと病態　 
4  肝細胞癌の基礎的研究と病理診断 ─歴史と最近の進歩─ 

5  新しい世紀の病理解剖  
6  胃癌・大腸癌 (歴史をふまえて )
7  がん：病理学の逆襲 
8  食道癌の診断・治療の最前線　 

■シンポジウム

■ワークショップ

■特別企画／「病理の100年を振り返って」：菅野晴夫先生（財団法人癌研究会顧問）

■特別講演／「科学の一般性、物語の一般性 ─『2.5 人称の視点』が拓くもの─」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：柳田邦男氏（ノンフィクション作家）  

■日中交流ワークショップ／「未来への懸け橋」
■市民公開シンポジウム／「がん医療 ─時代は何を求めているか─」：立花隆氏ほか

■宿題報告

■教育講演


